
力
♭
静
準
事

■
計
韓
■

鸞
鮮
繭
鍮
鱗
向
が
鰯
み
―
子
露
や
ば
幸
一Ｉ
ィ

， ど
礫

一
解
が
継

一ち
サ
）
か
聴
轟
で
き

て
し
奪

■
雛
鶴
鶴
麟
彎

み
な
が
分
内
麟
が
構
れ
■
が

，
て
く
鶴
惑
賞
や
雛
織
鸞
警
、
籐

備
議
鶏
感
が
‡
蹴
職
統
で
、
経
灘
審
購
た
申
轟
部
窯
雉
め
４
動
機
癌
状
が
あ
ゐ
と
い
う
海

件
鍮
デ
ー
タ
も
轟
る
．́
動
軽
ヽ
ゅ
髄
霧
が
サ
一
Ｆ
ｋ
・綺
懺
郷
総
餞
い
メ
ッ
シ
ュ
撃
続
が
２

儀
群
３
難
機
鵬
殉
颯
難
人
をｒ
機
、
推
撃
蟷
腱
か
ら
誡
難
難
諄
醗
申
鸞
鋼
狂
な
っ
た
。

鶴
畿
織
癬
購
購
磯
騨
彎
纏
鷹
ウ
鍛
ギ
窯
機

鏃
デ
ー
鼈
≫
搬
ｉ
畿
錯
籟
鶏
，
半
鯛
常
鵞

人
賞
武
〓
む
瑚
一
■
´
、

そ
織
輛
■
〓́
ふ
■
一
●

と
藤
サ
．

鋒
年
■
４
は
警
■
●
■

命
露
カ
ー・ＩＩｌ
‐１ィ
．
．■
彗

漿
継
ｔ
・た

，
が
■
一一・■
■

れ
る
高
級
職
織
策
職
薔
■

麟
踊
ず
機
Ｌ
凛
簾
鸞
漱
〓

撼
―
鍛
苺
「
よ
い
■
．．
〓

饉
織
安
れ
協
軍
塘
“
轟
．

泌
雛
轄
尋
――
■
婦
∴
■
■

鶯
諄
械
繁
を
漱
餞
■
碑
■

秦
ギ
ネ
響
＝
”ｒ
…
煮
議
ｒ

る
譲
繊
＝
■
喘
′
で

，

４
颯

撃‐予予骰議隕儡轟蠍轟莉1蒻鰤財

饂
録
鰊
祠
鰈
鐵
鶉
麒
核
塁

■
雛
器
轟
鐵
麟
が
あ
轟

鋳
鷺
難
磯
同
上
賞
千
さ
ん

（税
）
黎
糠
曜
誠
・憾
磯
鴛
磯

ど
繭
か
ら
ト
イ
レ
が
鷺
く

な
り
、
灘
鸞
れ
や
幾
麟
麒
一

機
悩
農
さ
れ
凛
毒
９
推
畿

つ
た
．
そ
・翁
う
ち
―‐
織
鱗
一

な
入
っ
た
叩
麟
い
も
伸
な

・

織

り
た
り
し
た
と
瀞
』
九

鑽
か
ら
が
ン
ポ
ン
球
め
よ
一

う
な
丸
攣
亀
鍮
が
轟
¶
ぐ

る
孝
つ
ぼ
墟
ら
た
．

難
翁

動

鸞

禽
盤

↓
み
ず
■
富
働
欄
機
響
磁
一

一濶
魃
滅

簿

鱗

み
霧

難

？

・た
ず
●

●
・

鱗
鮮
爆
鐵
鱗
職
箪
を
き

，か
撃
縦
輸
奪
■
濁
業
晦

稿
鸞
鵞
警
護
導
椰

機
ジ
■
鷲
ン
タ
■

ム
十
麟

藤
驚
瀬
群
Ｙ
奮
震
鷲

と

一と
し
３
簿
鍾
メ
■
シ
ュ
♯

一舞
脅
受
け
た
，　
　
　
　
一

移
豫
周
後
、
検
難
で
来

購
ｔ
為
剤
＝
群
几
減

郷癌

歌
減
す

っ
か
り
蹴
く
な

り
、
赫聰

欝

．
ず

り
と
機

海
で
い
た
ふ
と
が
な
く
な

っ
て
あ
弓
ぷ
た
一い
一
と
、

聯
れ
や
か
な
轟
構
を
維
せ

た
。響

轟
機
鰈
ん
響
Ｔ
鸞

一手
難
も
総
踊
れ
た
野
村

・議
島
鱒
セ
ン
タ
ー
機
誡

覇
麟
鑢
鷺
麟
濾
轟
攣

か

準
た
鋼
織
な
命
紀
、
猛
機

爾
像
攀
ふ
み
歌
り
即
鍛

い
●
こ
轟
す
ず

●
野
村
さ
ん
機
よ
る
と
、

■
密
や
機
ウヽ
一」
う
、
動
機

註
料

，
一驚
瞥
縦
内
勢
難
器

雄
Ｌ
鸞
灘
醗
曹

い̈
う
ハ

ン
准
ッ
ク
毅
鶴
鍛
肉
で
支

准ヽ
勢
れ
て
い
為
“
感
驚
で

人
摯
ぐ
靱
＃
榊
ば
さ
れ
た

働
鐵
麟
飾
誡
徐
ャ
に
先
Ｌ

緊

，
て
い
く
が
、
呻
高
年

ほ
な
る
と
、
筋
向
が
緩
ん

．で
鱗
雛
が
＝
麟
し
、
麟
か

粋ヽ
一
離
ポ
織
奉
議
ず
凛
轟

鮮
品
幕
「
　

　

一

殺
餓
鱗
議
購
憾
驚
く
か

争ヽ
拳
登
綺
鷲
で
１
‐琺

購
囃
一

籠
織
嚇
Ｍ
振
議
、
滅
カ

こ
う
競
な
ど
と
呼
ば
れ

た
，
郵
的
め
難
計
は
驚
い

が
、
ス
．ウ
ェ
ー
デ
ン
で
輸

・鱗
縣
で
錢
、
轟
麓
経
級
霧

命
競
％
赫
鐵
戦
が
み
中

在
、
漱
欄
で
は
締
人
霧
■

人
が
鍵
磯
護
で
書
鵞
鷺
鸞

僻
勧
寂
た
は
難
失
雛
で
治

難
が
必
書
に
な
っ
た
ふ
い

つヽ
〓■

が
摯
て
く
る
鐵
麟

織
、
総
う
一霊
藤
ゲ綴
％
、

縦
難
が
鮮
％
、
子
官
が
磁

％
と
，
子
驚
解
件
が
賞
は

力
い
。

織
雛
緯
ば
ベ
リ
サ
リ
ー

ど
雛
感
雛
苺
リ
ン
グ
を
維

醐
織
織
線
叢
停
艤
と
．
♯

納鶴
娩
導
．
聯
ン
グ
ル
識

織
機
諄
税
で
繊
飾
鵜
諄
炒

・灘
響
撃
力
灘
＝
つ
一いル
獅
ゲ
胤
γ
付

城
か
い
琥
、
３
鵞
城
」と

轟
甲
ン
グ
を
賞
数
す
る
必

範
が
あ
為
，

手
術
で
熱
緩
来
、
予
筒

・む
取

っ
で
、
繊
び
鳥
朧
を

機
呻
織
路
為
手
数
が

一
撤

鋳
だ
っ
た
が
、
幹
％
滅
■

織
Å
で
再
発
す
暮
難
点
が

」
枠
っ
一
「

爾
鯛
竃
議
饗
■
繭
鱗

麟
諄
．
ザ
ウ
ン
ス
糟
鶴

発
さ
れ
た
新
積
い
手
織
油

が
麟
が

，
て
摯
欝
，
手
術

勢
織
台
馨
縦
う
糸
な
編
ん

だ
躍
約
ふ
ウ
な
事
ッ
シ
ュ

な
縦
お
鐵
う
こ
う
鉾
鶏

や
，
議
と
縦
鵜
鍛
爾
嬬
挿

ム
し
、
ハ
ン
准
ッ
ク
盤
彗

で
機
勉
さ
撃
る
．
は
か
の

織
織
ヤ
螂
つ
け
ず
、
Ｌ
′．ゎ

が
符
ら
な
い
よ
う
な
二
難

経
メ
ッ
シ
ュ
独
麟
窯
す
る

勢
赫
熟
繊
豊
殿
ず
る
。

野
村
藤
ん
は

「子
驚
減

轟
存
荘
れ
、
雛
み
織

，
な

い
。
鋼
気
機
鶴
鸞
識
■
１

３
％
お
代
い
編
と
議
す
“

∫
術
擁
１１
年
議
内
に
織
畿

し
な
精̈
れ
ば
、
裁
ず
欝
鵬

な
い
，
事
動
時
朧
鎌
約
１

時
獅
事
で
、
メ
ッ
シ
ュ
が

警
賊
■
る
議
で
■
緞
鋼
諄

驚
の
人
統
が
必
藩
だ
．

競
葺

ン
タ
ー
で
は
一
譲

一難
競
メ
Ψ
ン
■
密
難
入
す

一み
た
め
、
手
術
鋳
ほ
態
警

被
静
断
を
併
鑓
し

て
い

場
．―

撃
錢
に
メ
ッ
シ
ュ
■

鐘
徹
難
筆
た
拳
濃
幾
め
披

一鱗
驚
子
群
ん
（鮮
）
議
優
黎

丼
盛

一聯
≫
督
じ
どヽ
も

な
か

っ
た
．
麟
難
者
で
も

識螢感が繰け、す・》輩響t,

ない | ‐    ‐■
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